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段
に
.訴
へ
ざ
る
可
&
ざ
る
合
理
的
機
曾
は
遂
に 

發
生
サ
さ
A
v
&
oJE
貨
兌
換
停
止
は
充
分
な
る
金
準
肺 

を
擁
荀
す
る
限
り 

> 
懷
務
國
R
對
し
て
す
ら
猶
賢
明
な 

る
方
策
を
以
て
許
す
可
ら
ざ
る
に
際
し
、
K
權
國
に
對 

し
：て
核
典
採
用
す
可
ら
ざ
る
や
言
を
須
ゐ
ず
0‘
嚴
を
以 

て
開
®
後
久
し
か
ら
す
し
て
、
英
蘭
銀
行
は
全
然
*

^
 

殊
の
危
險
な
き
を
發
見
し
得
た
h
o

:

.英
蘭
報
行
0
難
局
は
If
M
の
® 

K親
は
れ
す
し
て
、 

實
に
反
對
の
方
面
ょ
り
起
.

CS

來
れ
り
。
爾
餘
交
^
國
の 

#
小
夹
鍬
行
は
、
之
ょ
り
先
き
極
カ
典
蒐
集
菩
檄
.に
努 

め

.ft
る
結
果
、
戰
前
旣
k

E
大
な
る
金
準
備
を
所
有
せ 

^

R
狗
'&
少
、
分
^

a
政
策
を
，改
易
せ
.ざ
.る
限
6
マ
.之

维

！

一
S
 

一 

d四

.

を
以
て
艰
和
克
復
後
»
汆
支
拂
を
準
^

^
る
'も

の

解 

せ
ざ
る
可
ら
ざ
な
.靡
0
球
段
に
出
ヤ
ゝ
開
戰
萆
々
E
貨 

兌
換
を
停
止
し
^
办
。
鞏
固
蝕
全
な
る
通
貨
政
.策
0-
精 

神
に
悟
入
せ
ざ
.る
ダ
ラ
ジ
ル
/及
：ア
火
ゼ
ン
チ
ン
の
1£

 ̂

一
其
兌
換
局
ょ
b
金
の
放
出
を
禁
制
じ
た
る
は
恕
す
可
b 

.̂
す
る
.も
"
.他
の
列
.强
0
之
に
识
で
た
る
は
何
め
耍
ぞ
0 

斯
く
し
て
當
時
E
額
の
金
準
f

有
し
、
隨
時
之
が
流 

出
に
應
#'
ん
e
し
れ
る
.印
度 

>南
阿
及
北
.米
合
衆
國
の
、

.僅
^
兌

換

停

业

.
の

擧

に

出

で

ざ

る

を

見

た

る
の
み

併々

 

し

'̂
&
交
®
初
期
に
際
し
て
は
、
是
等
の
邦
國
ょ
^
:

S

佥 

の
流
入
を
計
ら
ん
は
も
"
海
上
運
送
の
保
險
料
の
過
重
，
 

|
...

な
る

殆
ど
金
運
送
を
_
Jh
す

る

も

の

あ
6
き
。

|
此
危
局
を
擺
脫
す
る
の
目
的
の
下
筏
英
國
政
府
は 

一
茲
K
、.英

本

國

以

外

杞

金

貯

藏

所

を

開

き

て

、
‘
英

關

銀
 

行

の

爲̂
.汎

く

金.を

收

納̂

る
'
©
*
擧

に

出

で

れ
 

之

を

承

け

た

る

英

國

領

土

の

各

植

民

地

政

府

«'
、
.
ォ
ツ 

タ

ワ

及5?
ハ

ネ

ス

ブ

，

ダ

に

於

て

英

11
銀

行

の

計

錄

に
 

於

て
.金

：を

收

输

し

得

：る

の

猶

限

t

K
與
5
炫
&
;p
印

度

め
金
準
備
は
偷
敦
に
保
有
せ
ら
ハ
れ
を
る
も
の
な
る
が
故 

に
"C

縱
へ
幵
は
英
蘭
銀
行
の
金
準
備V」

は
全
く
別
箇
の
. 

•も
の
な
6 V」

雖
も)

•直
に
.同
一
揆
に
出
づ
る
必
喪
な
き 

rJ>J

明
な
’りV

J
*

も
、
他
W
其
必
喪
な
る
に
會
せ
ば
一 

.金
貯
.藏
所
は
ボ
ン
ベ
ィ
に
開，

設
せ
&
る
可
し
o
. 

ノ
 

是
等
在
外
金
貯
藏
所
に
於
て
收
鈉
し
れ
る
金
が
、
英
一 

.

.餵
行
JE
貨
举
備
週
報
中
に
算
入
せ
ら
れ
を
令
や
•否
や
^

| 

:

就
：て
は
明
示
せ
ら
れ
た
る
こ
ど
な
し
ど
雖
.も
、
其
前
後 

の
狀
勢
ょ
り
考
へ
其
然
る
可
き
は
疑
を
容
れ
ざ
る
，可 

し
9
‘英
蘭
餵
行
條
例
は
、
其
發
行
部
所
布
の
金
の
所
在
一 

.を
規
定
せ
^
、
而
し
て
平
常
は
同
行
#
外
な
る
造
幣
局

.\ 

，內
に
St
大
部
分
を
预
藏
す
る
^
例
^j

す
る
^
り
0
®
み
一 

れ
ば
矢
英
帝
國
內
其
他
の
所
々
に
金
貯
藏
所
を
開
設
す
_
一
 

る
.如
き
"
此
常
則
に
對
し
非
常
な
る
'櫥
張
を
爲
す
も
の
A 

.た
り
ど
難
も
、
予
は
之
を
以
て
現
行
法
規
違
反
に
あ
ら 

今
€
信
す
0
.

.
大
英
國
.に
於
け
る
金
の
移
動
^
關

す

る

實

際

計

®
-
は 

曲

場

合

注

意

す

る

0:
.價
'値

あ

ぅ0
:七

月| |

十| :| 

m

k於

,

筋
九
怨

け
る
英

1

銀
行

.
，の
金
準
備
は
約
四
千
馮
磅
、
之
を
以
て 

其
常
傭>」

す
可
し
。
七
月1

一
十
，九
日
約

1

百
海
破
の
英 

貨
は
大
陸
，^

流
.

出
し
，、
翌
三
十
日

^

は
同
し
く

1

西
萬 

磅
又
三
十

1
:

日
仏
は
第

S

囘
目
の
へr

西
萬

.» '
v

典
に
主 

ビ
し
て
怫
蘭
西
に
移
動
し
た
り

0

<

月
三
日
乃
翌
六

：
！
1 

に
苴
れ
る
銀
行
休

2
2.

の
經
過

.
し
た
る
八
月
七S

に
ば
、

1
1

十
三
莴

«

亦
闕
じ
く
佛
] 1
' 0

に
移
姐
せ
ら
れ
た

&

0
 

之
を
以
て
金
紙
出
運
動
を
終
媳
し
"
以
降
は
流
入
述 

動
に

#

換
し
た
，9

し
が
、
爾
餘
0 '

八
月
の
各
日
に
は

m

 

ど
し
て
銀
行
の
購
金
を
目
賭
せ
ざ
る
な
く

"

八
月七

！！！ 

乃
一
至
月
末
ま
で
の
金
流
入
總
額
は
積
み
て〗

千
八
百
五 

十
萬
礅
に
達
し
た
仏

>
 

.上
述
せ
る
が
如
く
各
在
外
貯
藏 

所
の
收
納
し

^

る
分
を
算
入
し
た
る
な
る
可
き
、
右
の 

數
额
の
內

！t

を
窺
へ
ば
、
：：七
西
九
十
萬
磅
は
合
衆
國
伞 

貨
、

.

七
? 1

11

十
萬
磅
は
合
衆
國
造
幣
局
金
塊
、.
ニ
百
莴 

磅
は
在
偷
敦
：の
印
度
準
備
金
音
流
用
せ
る
英
貨
、
西

四
十
萵
磅
t
fr,
.ル
^

モ
ブ
ナV

、

ブ
ラ
沃
ル
及
ク
ル
：グ 

H

丨

ょ

&
來
れ
る
も

.の
な
々
ヾ」

すo

而
し
て
他
の
資
源
-

(

一
二
三)

雑

-M
八
九
刀
に
於
け
る
偷
I

f
 

f

姑

二

號

i



筋

九

齡(

一：:

ご)

雜

錄

b
g

l
l

年
：八
九
月11

於
け
る
偷
敦
金
融
市
湯
と
第.i
:

は
全
く
流
入
な
し
？
九
月
中
に
は
僅
少
乍
ら
流
入 

.

わ
ぅ
て
、
九
月
十
九
日
ま

.

で
合
衆
國
ょ

^

V

金
貨
ニ
西 

•
;四
十
萬
磅
、
金
塊
三
肖
萬

#

の
流
入
を
見
た

b

o

S

英
蘭
鈒
行
金
準
備
の
地
位
は
、
斯
く
大
體
豫
想
通
ぅ 

.に
展
開
し
來
れ
る
ビ
阆
時
R

"1
世
の
視
»
は
料
ら
ず 

.も
ー
其
發
生
せ
る
事
變
の
跡
を
冷
ゃ
に
考
騣
す
れ
ば
、
 

興
起
る
や
決
し
て
不
自
然
に
心
ら
す
ど
は
謂
へ
ー
大
渦 

中
に
卷
込
ま
れ
る
偸
敦
金
融
市
場
ヰ
b City 

o
f 

L
o
n
-

 

rx
o
nの
大
淮
亂
に
集
中
し
た
^
^
而
て
此
金
融
業
者
の 

大
禍
ょ
A
Vこ
を

フ
我
が
Il
r
大

な

る

雛
况
を
蓝
み
來
れ
る 

な

れ
一

旦
我
海
外
僙
務
者
が
凡
て
一
齊
に
支
拂
を
爲 

し
能
は
ざ
る
場
合
に
は
、
如
何
な
る
現
象
を
發
生
す
可 

き
かJ

、
「

斯
る
事
戀
は
我
國
內
金
融
紐
織
の
全
體
に
對 

し
'

如
何
な
る
反
励
を
惹
起
す
可
き
か
S

S
の
熱
心 

-
科
學
的&

難
^
を
傾
倒
し
て
、
豫
め
此1

對
の
問
題 

.を

.硏
究
し
作
る
學
者
實
際
家
、
予
の
知
る
範
ii
內
R
於

て

は

1

人
も
之
あ
り
し
こ
ぐ
し
な
し
。

r
〇
六

然
し
乍
ら
’
是
れ
實
忙
：實
曝
の
t

w
前
に
：於
て
す 

ら
、
..，旣
に
明
白
露
骨
に
且
威
«
的

.に

出

現

し

た

る

地

位
 

R

«

f c

ら
す
ゃ

o

獨
.り
交
戰
國
段
及
敵
幽
が
債
務
雁
行 

を
謬

6

南
米
諸
國
の
商
人

"

败
府
及
自
治
體
が
其
常

*

\

事
を
繰
返
し
て
辨
濟
を
怠
れ
る
に
止
ま

&

ず
し
て
、
恐 

|

慌
の
恐
れ
な
く
砲
火
の
®
に
遠
く
而
も
資
力
低
か
ら
ざ 

|

る
合
衆
國
銀
行
家
す
ら
"
暫
く
は
金
の
海
上
運
送
の
園 

1

雛
及
禁
止
的
保
險
料
，の
爲
に
、
其
英
國
に
負
び
且
其
偾 

j

還
に
依
賴
せ
る
支
拂
を
爲
し
得
ざ

>

き
。
實
に
偸
敦
に.

\

於
て
採
用
す
可
き
殆
ど
凡
て
の
緊
急
手
段

•
か
、
か
の
送 

\

金
の

«

務
を
有
す
る
外
國
人
の
懷
務
懈
怠
及
*
行
不
能 

\

の
爲
に
、
{ #

»

金
融
市
場
の
全
組
織

.

の
«
か
さ
る
可
き 

一
危
險
を
輕
減
す
る
を
目
的
ど
し
た
る
は
偶
然
に
|>
ら
ず 

一V
J

す
。
偸
敦
金
融
界
難
齙
の
端
緖
は
：、〈

其
國
內
金
融
紐 

織
に
對
す
る
送
金
方
法
；破
集
の

*

せ
る
：反
, ®

ヒ
,
興
結 

果
$

し
て
平
常
其
仲
介
を
«
て
外
國
入
に
與
ふ
る
短
期

が
締
結
せ
&
れ
た
る
金
融
業
者
の
窮
迫
ど
の
裡
忙 

發
見
.せ
ら
る
可
し

o
. 

-

'

.

偷
敦
に
僉
，へ
る
外
國
愤
務
に
し
て
槪
ね
短
期
間
に
決 

濟
せ
ら
る
可
き
主
た
る
も
の
£
し
て
H

偸
敦
の
引
受 

商
店
又
は
外
國
銀
行
の
偸
敦
支
店
R
依

り

"

倫

敦

に

於
 

て
引
受
け
ら
れ
れ
る
爲
替
平
形
の
勘
定
に
依；<

?

も
の 

i

外
國
顧
客
の
爲
に
繰
越
し
た
る
株
式
取
引
の
計
箅 

に
依
る
も
の
ビ
を
數
ふ
可
し
。
又
外
國
銀
行
の
偷
敎
支| 

店
^
取
結
べ
る
直
接
貸
付
も
亦
尠
な
か
ら
中
し
て
"
就
一

或
は
之
が
辨
濟
ビ
し
：て
商
品
又
は
國
隙
的
證
澇
を
輸
出 

せ
ん
ヾJ

す
^
か
に
依
賴
す
る
：を
常s
t :
o

然
る
に
戦
飢 

の
斯
.く
著
明
な
る
に
至
る
や
、
'

如
何
に
：短
期
に
て
も
又 

如
何
に
高
利
を
提
供
し
來
るI

、
偸
敦
は
’
既
に
滿
期 

ビ
な
れ
る
債
權
を
萸
新
し
、
.或
は
永
久
债
に
觅
改
す
る 

を
肯
世
ざ
る
可
き
は
明
な̂
v
° 

縱
へ
商
品
に
し
て
即
刻
に
調
製
せ
ら
れ
"
又
戰
爭
の

中
獨
逸
の
ニ
大
鈒
行
即
ち
獨
逸
龈
行
及
湖0|
龠

社

を

以\

危

險

.が

海

上

運

送

：の

利

便

を

制

限

せ

^
.
ど
士

て
薪
しV

J

す
o

則
時

>/

」

謂
ふ
に

6

ら
ざ
れ
ど
切
迫
せ
る 

も
の
に
海
外
投
資
の
年
赋

*

込
ビ
共
に

"

永
久
的

i

 

ょ
*
^

來
る
恒
例
の
利
拂

6

6

、
W

/

R

合
衆
國

//
C

對
し
殊 

に
重
要
な
る
は
、
其
漸
次
猶
却
せ
ら
る
可
き

H

的
を
以 

て
契
約
せ
ら
れ

^

る
も
"
猶
年
末
ま
で
に
は
完
濟
せ
ら 

る
可
き
箬
の
亙
大
な
る
短
期
货
付
金
を
負

*

す
る
こv

j  

な
&
o

.

.

是
等
各
種
偾
務
の
变
拂
に

.

就
て
，觀
れ
ば
、
辨
濟
期
日 

0 '

到
來
す
る
や
，
外
國
橫
務
者
ば
'
大
抵
ヽ
前
同
欉
の 

條
件

R

て
之
を
觅
新
す
る
か
、
永
久

«

记
觅
改
す
る
か

.

翁九

#

(

ニ.
一
 

三)

雜

錄

~*
.九
.ブ
1
1牟
八
九
月
！2
於
け
る
倫
敦
金
^

市
場
と 

英
湖
姐
行 

;

務
ど
同
額
の
大
量
の
商
品
が
懷
權
國
R
市
場
を
發
見
す 

る
の
難
き
は
論
な
き
所
に
し
て
"
性
質
上
漸
層
的
に
作 

用
す
可
き
贸
易
的
救
濟
策
は
遂
に
金
融
家
の
危
急
に
應 

す
，る
に
足
ら
す
o 

.

外
懷
を
51
新
し
雛
き
場
合
に
屢
々
利
用
せ
ら
る
る
金 

融
的
救
治
策

ど

し

て

は

，

國
際
的
證
券
の|

買
却
及
金
の

，

 

現
送
を
：數
ふ
o
,然
る
R
其
.

】

は
世
界
の
重
要
株
式
取
引 

听
0
閉
鎖
，に
依
ぅ
て
全
然
其
作
用
を
停
止
せ
&
れ
"
興 

1

一
も
亦
叙
上
の
理
由
の
爲
^
非
常
に
»
限
せ
&
れ
て
始 

ど
不
能
：た
る
^
庶
■
し
？
是

を

以

-T
外
國
債
務
者
が
自

0

0

 

r
o

七

：1 
• レ

if

；|

1

|

‘I

i

丨:

I



.绡

九

卷

0

::
六
_

) 

0

錄

t
耐
1

|
郎
八
九
刀
に
於
け
る
偷
|

融

市

勘

と

V

i

國
に
於
て
は
資
力
无
分
な
る
か
，
又
は
©
称
辨
濟
の
资 

金
»

®

に
困

®

を
K

へ
ざ
る
极
合
r c

於
て
す
ら
、
此
串 

變
の
.繼
續
す
る
限
り
之
を
屣
行
す
る
に
曲
な
し
o
' •

讓
る
に
數
步
を
以
て
し
、
叙
上
送
金
の
事
實
上
技
術 

上
の
困
麵
の
排
除
せ
ら
れ
た
る
場
合
に
も
、
猶
外
國
債 

務
激
の
支
拂
を
不
能
な
ら
し
む
る
斟
甶
な
か
ら
す
。
例

. 

へ
ば
必
然
的
に
：牛
和
克
復
後
な
&
で
は
償
還
せ
&
れ

ざ

\ 

る
可
き
敵
國
及
交
戰
國
K
の
愤
務"
又
は
新
债
の
成
立| 

を
豫
觉
し
て
舊
偾
偾
還
を
許
肅
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
债
務 

の
如
し
o

1

部
は
開
戦
必
至
の
事
情
ょ
6
、
又

1

部
は
偷
敦
のI 

金
融
市
場
が
其
全
機
關
の
平
衡
均
勢
を
危
殆
な
ら
し
め\

:

た
る
如
く
突
如
其
制
動
機
を
緊
«
し
た
る
ょ
^

^
開

戰
\ 

の
最
も
著
大
な
る
金
融
的
影
響
を
蒙
り
ハ
金
融
市
場
の\ 

各
要
素
中
最
も
痛
烈
な
る
困
難
に
陷
ぅ
た
る
も
の
、
.之 

を
外
國
に
債
權
を
有
甘
る
階
級
^
爲
す
可
き
は
疑
ふ
可. 

.

b

t然
し
^
ら
此
階
級
の
金
融
的
窮
逍
は
獨
6
■興
蒋 

の
®
局
の
み
を
以
て
終
る
可
ら
ず
、
知
ら
ず
、
其
全
徵

ビ
し
て
愉
敦
金
融
界
に
及
ぼ
せ
る
反
動

«

如
何

0
 

.

.

四

“ 

,

.

，
通

知

又

は

，要

求

拂

预

.金

.
に

利

用

し

得

可

き
剩
餘
資
金 

を
有
せ
ざ
英
國
.の
二

般
公
衆
商
A,
®

會
®
に
し
て
、 

之
を
か
の
英
東
に
本
店
を
有
す
る
.內
外
典
同
，.經

營
の
龈 

行 

Anglo-foreign 

banks 

叉
は
外
國
銀
行 

foreign 

b
a
n
k
s

の
偷
敦
支
庙
に
蔽
接
预
金
を
爲
せ
る
も
の
蓋
し 

尠
な
か
ら
ざ
る
可
し
o
即
ち
外
國
銀
行
又
は
準
外
國
餵 

行
は
1英
國
の
割
引
會
社
'

discount, h
o
u
s
e
s

又
は
株
^
 

銀

行

o
n
t 

stock banks 

9.

預
金
利
子
ょ
-

cs

も
幾
分
高 

步
の
利
息
、
例
へ
ば
要
求
拂
預
金
に
は
年
ニ
分
、
通
知 

企
に
は
年
四
分
の
^
金
和
子
を
刚
す
れ
ば
な
6 

0然
，る 

拂

预

に

是

等

の

相

接

織

し

て

門

戶

を

則

な

ノ

其

预

發

.の 

暫
時
引
出
し
得
可
ら
ざ
る
に
至
る
や
，
其
市
場
に
不
穩 

不
信
の
氣
勢
を
銜
す
可
き
は
免
る
可
&
す
0

然
し
乍
ら
之
は
未
だ
市
場
紛
癡
の
龙
因
に
? >

ら
ず

0
 

英
國
の
流
動
資
金
の
最
大
部
分
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
诛 

式
餵
行
に

®

藏
せ
ら
れ
、
株
式
銀
行
の
資
產
は
槪
數
約

十
僦
萬
磅
€
傅
へ
&
る
ひ
近
來】

ニ
行
の
株
式
龈
行
は
" 

蔽
接
に
1.般
外
國
鈒
行
業
務
を
營
む
が
爲
に
外
國
部
を 

間
設
し
、
又
一
行
は
合
衆
國
に
對
す
る
银
行
*
務
を
營 

む
^
至
6
た
&
ど
雖
も
、
大
多
數
の
株
:̂
银
fJ
R
至
b 

て
は
直
接
海
外
に
資
金
を
供
給
す
る
と
^
な
く
、•

一
箇 

苦
く
は
數
筒
の
仲
介
業
齊
の
芋
を
經
*
し
て
對
外
業
務 

を
營
む
o
因
に
株
式
餵
行
^
稱
し
來
れ
る
も
の
は
、
株 

式
飢
織
の
預
金
鈒
行
の
意
味
な
る
こ
^
は
勿
驗
な
り
、

■
屉
等
仲
介
業
漭
の
最
も
爾
要
な
る
も
の
は
手
形
引
受 

會
ftaccepting

b"
g

i

に
し
て
、
渠
等
は
株
式
银
行 

が
割
引
に
依
.て
取
得
し
た
る
手
形
の
大
部
分
の
期
日
に 

支
拂
は
る
可
き
こ
ビ
を
保
證
す
る
を
營
業
£
な
す
0
渠 

等
は
固
ょ
b
英
_
人
の
依
賴
を
受
け
、
其
內
國
手
形
の 

受
を
馎
す
は
勿
論
な6
V
J

儺
も
、1

層
盛
に
營
業
す 

る
も
の
は
、
.手
形
當
事
漭
の
双
.方
が
共
に
外
國
入
れ
る 

可
き
外
國
取
51
ょ
5
發
生
せ
る
手
形
を
引
受
く
る
業
務 

た
る
な
り
。
蒙
ち
顧
.客
拎
る
外
國
人
の
滿
期
日

K

tぅ
 

て
手
形
支
拂
资
金
を
送
付
し
來
る
可
き
こV

J

を
信
賴

,
姑

九

卷(

ニ
一
七)

雜

錄

レ
ノ
1
忠
の
引
受
手
數
料
を
徼
し
て
淇
依
賴
に
係
れ
る 

手
形
を
51
受
く
名
も
'0
ビ
す
o
而
し
'て
.
此

引

受

業

務

又
 

は
保
證
業
務
s 
y

か
の
手
形
の
代
表
す
る
資
產
に
對
し 

資
本
を
貸
與
す
る
银
行
業
務
と
は
全
然
別
箇
の
も
の
た 

る
は
明
な
ら
ん
o 

是
を
以
て
國
際
送
金
組
織
の
破
壊
せ
ら
る
る
や
、
直 

に
且
第1

に
資
金
遥
迫
の
難
局
に
立
つ
も
の
は
輙
ち
引 

受
業
者
れ
&
ざ
る
可
ら
す
0
外
國
顧
客
は
凡
て
差
當
A 

偾
務
を
履
•行
す
る
こ
'

/J

な
き
に
際
じ
"
5!
受
業
漭
の
債 

務
は
當
然
非
常
に
興
資
產
を
超
過
す
可
き
が
故
に
渠
等 

は
絕
對
に
其
手
形
契
約
を
履
行
す
る
能
は
ず
。

妹
に
銀
行
は
、
.牟
常
其
最
高
流
動
資
産
中
に
算
入
し 

た
6
し
其
所
有
手
形
0 .

突
然
非
流
動
資
產
に
變
質
せ
る 

を
發
見
甘
ざ
る.能
は
ざ
6
き
9
當
時
手
形
資
産
の
總
計 

は
三
僦
五
苄
莴
破
ヒ
計
上
せ
ら
る0
:
而
し
て
割
引
會
tf
c
 

及
雜
外
國
銀
行
の
所
有
手
形
ビ
區
別
し
て
、株
式
銀
，行 

の
所
有
手
形
額
の
公
表
甘
ら
れ
佗
る
も
の
こ
れ
な
し
^
 

m

h

予
の
ぃ
推
算
す
る
所
に
從
へ
ば
'
第
一
流傲
行
の

婼H

號 

一

o
九 

.

r

I

I
r
t

!
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r

i
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第
九
偕

所
有
削
引
手
形
は‘

1

億
莴
乃
至1

億
五
千
离
碌
の
間
に 

ぁ
-

^

て
、
，其
庚
產
總
额
の1

割
五
分
を
占
む
可
し

o
 

其
所
有
手
形
に
依
ぅ
貸
出
さ
れ
た
る
金
額
の
外
に
、
 

0
0
は
亦
間
接
に
某
割
引
#
社
に
對
す
る
貸
借
關
係
の 

爲
に
影
嚮
を
蒙
り
た
る
金
额
も
尠
な
か
ら
ず

o

割
引
會 

1 1

も
亦

£

额
の

.

勸
1

^

手
形
を
所
荷
す
ビ
雖
も
、
其
大
部 

分
は
銀
行
ょ
ぅ
當
座
貸
又
は
短
期
通
知
拂
貸
付
を
受
け 

た
る
資
金
を
以
て
割
し
た
る

1

の
に
係
る
、
而
し
て 

引
受
會
社

0

支

拂

停
.|
[
:

は

、

當

然

亦

_

引

曾

社

の

支

拂
 

能
力
を
脅
か
し
れ
る
を
以
て
、
苦
し
銀
行
の
割
引
會
社 

R -

對
す
る
偾
還
の
支
拂
請
急
な
る
も
の
わ
ら
ん
に
は
、
 

m

等
の
倒
産
は
遂
に
必
至
の
數
た
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
可 

し
。 

、

:

抑
々
株
武
鈒
行
永
年
の
信
條
は
、
此
割
引
會
祉
に
對 

す
る
貸
付
金
を
目
す
る
に
、
手
許
現
金
及
英
蘭
銀
行
預 

ヶ
金
k
次
ぐ
の
最
高
流
動
性
を
有
す
る
も
の
マ」

爲
す
に 

ぁ
り
。
然
^V、.

平
時
^
於
て
は
疋
に
然
る
可
く
し
て
、
 

此
組
織
は
常
に
善
美
な
石
渖
用
を
示
せ
な
。
割
引
會
It

第
二
狨 

I
J
:
o

に
對
す
る
餵
行
全
體
の
資
付
總
额
は
、
.箇
々
の
餵
行
.に 

依
&
て
貨
出
：さ
れ
得
可
ぎ
#

■
ょ
6
も
遙
に
低
き
割
合 

を
示
す
可
しr

而
し
て1

銀
行
.の
囘
收
す
る
所
の
も
の 

は
他
«.
«
の
®
出
す
所
に
依
6
て
塡
補
す
可
き
組
織
の 

|

存
在
す
る
に
依
り
ノ
各
銀
行
は
然
ら
ざ
る
場
合
に
於
.て 

i

到
底
1
し
ど
す
る
程
度
ま
で
其
資
產
を
宠
分
^
述
用
し 

\

得
る
も
の
ど
す
。
然
れ
ば
1
日

ー

恐

條

の

突

發

す

る

に

會 

|

し
、
凡
て
の
銀
行
か1

齊
に
囘
收
せ
ん
S
企
圖
す
る
場 

合
に
於
て
は
、
.此
制
度
の
特
長
は
直
に
滅
失
せ
ざ
る
こ 

ビ
を
得
ず
。
而
し
て
從
來
識
者
の
憂
、/

」

せ
る
所
も
實
R 

j

此
點
に
外
な
ら
ず
し
て
、
這
般
の
雛
局
は
當
R
此
枇
判 

|

の
憂
權
を
明
徵
し
托
る
も
の
に
外
な
&
ざ
る
可
し
o
排 

|
し
乍
ら
®]
引
會
社
の
窮
迫
が
引
受
會
社
の
困
雛
ょ
6
惹 

起
せ
ら
る
可
し
^
は
、
曾
て
金
融
批
評
家
の
明
®
に
揩 

摘
す
る
を
逸
し
た
る
所
な
る
が
如
し
o 

斯
の
如
く
に
し
て
引
受
會
祉
の
外
國
願
客
の
侧
に

於
 

け
る
送
金
不
能
は
，
非
常
忙
峻
烈
な
る
打
擊
を
株
式
銀 

行
に
加
べ
た
6
0
.如
何
ど
な
れ
ば
引
受
會
社
の
保
®
又

0
ニ
六
'

)

雜

錄

：

^
扉
.針
掘
：年
八
九
月|-
於
け
る
倫
敦
金
微
市
揚
と

は
引
受
に
對
し
て
、
庇
接
杧
苦
く
は
間
接
に
割
别
會
社 

.

を
經
曲
し
て

®

出
せ
る
資
産
を
評

®

す
る
に
.
飯
行
は 

今
や
輿
眞

.

僞
を
疑
は
れ
た
る
經
營
方
針
を
翳
し
て
"
最 

高
流
動
資
產
ビ
爲
す
の
習
憤
に
囚
は
れ
れ
れ
ば
な

6

。
. 

倫
敦
の
大
《
金
鐵
行
は
從
來
却
て
恐
憐
緊
急
の
場
合
に
一 

於
て
淇
迅
速
囘
收
に
依
賴
し
得
可
き
は
ヽ
正
に
外
國
人\ 

の
使
用
に
委
ね
た
る
其
部
分
た
る
可
き
を
樾
信
し
て
疑j

 

诚
ざ

b

き
。 

：

I  

株
式
取
引
所
も
亦
引
受
會
社
ど
同
一
理

*

、
即

ち

外

I  

國
客

筋

.の

送

金
懈

葸
の

爲

に

非

常

の

困

雛

に

陷

れj  

f i

額
の
外
國
収
引
を
營
み
、
外
國
人
の
計
算
を
以
て
盛

i  

に
投
機
取
引
の
歡
越
を
營
め
る
株
式
仲
賈
人
は
其
數
尠j  

し
ど
せ
す
◦
渠
等
，は
凡
て
甚
大
の
影
響
を
蒙

6

獨
逸
關 

係
记
鞅
掌
し
た
る
仲
賀
店
デ
レ
ン
ベ
ル
グ
商
會
の
如
き\ 

は
逸
早
く
七
丹
三
十
日
遨
約
處
分
を
受
け
て
除
名
せ

&

 

れ
た

6

0

若
し
偷
欵
株
式
取
引
所
に
し
て
其
翌
日
市
場 

.

朗
鎖
の
擧
に
出

^

やc
b
.

し
な
ら
ん
に
は
，
猶
穸
數
の
仲

.

I

只
店
は
外
國
願
客
よ
6
の
支
®
をtK 
く
る
能
は
ざ
り
し

が
爲
に
倒
産
を
免
れ.得
ざ
{

し
な
る
可
し
。
加
之
、
外 

國
取
引
を
有
す
.る
商
店
の
破
産
は
ヰ
遂
忆
之
ヒ
貨
借
關 

.係
を
有
す
る̂

- M

の
商
店
を
毛
卷
込
ま
す
ん
ば
止
ま
ざ 

-
C
V

し
な
ら
ん
。
恐
怖
は.獨
々
之
^

止

&̂
、

银

行

が

一 

度
其
繰
越
取
引
にi f

し
®

#

け
た
る
.資

金

闾

收

.
の

手

段 

に
出
づ
る
?>

ら
ん
か
"

證
券
を
出
し
て
®.
與
を
受
け
た 

る
凡
て
の
借
手(

謂
ゆ
る
强
氣
筋)

が
、
痛
烈
に
資
金 

遥
迫
を
感
ず
る
丈
け
"
興
難
局
を
脫
出
す
る
目
的
を
以 

て
す
る
證
券
の
投
賃
は
續
出
す
可
し
。
遂
に
株
式
界
の 

崩
鐵
诹
亂
に
終
ぅ
し
な
る
可
し
。
然
る
に
斯
る
修
憶
た 

る
光
景
は
最
も
極
端
な
る
救
濟
策
の
施
行
に
依6
て
避 

け
&

れ
た
令
。-
救
濟
.策
ビ
は
刺
ぞ
や
ち
姑
も
く
§.
を 

讓
>

て
單
純
に
事
實
の
み
を
摘
記
せ
し
め
ょ"

日

く1 

切
の
新
規
取
引
の
停
丘
趑
に
ニ
切
の
舊
驭
引
決
濟
の
無 

期
繰
延
即
ち
是
れ
な6

0
此
制
令
の
銀
行
に
及
ぼ
せ
る 

影
響
は
.、
義
に
蕖
等
.が
.流
動
資
產
帝
に
算
入
し
れ
&
し 

巨
額
の
資
金
、
即.ち
株
式
取
.引
比
貸
出
せ
る
約
八
茛
馮 

乃
至
：

1

千
离
碌
.の
f

金
を
無
期
限
に
固
定
せ
ざ
る
可 

S

ざ
ケ
.じ
：事
實
«

$

5
ず
0.
:
:
.
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